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東
京
都
下
水
道
事
業
予
算
と
主
要
施
策
の
展
開

❹
～
❻
面

　

・
令
和
２
年
度
予
算
案
の
概
要

　

・
神
山
守
・
技
監
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
社
会
連
携
・
産
学
協

創
推
進
室
主
催
の
「『
東
大

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
こ
の
ほ
ど
、

同
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
沖
大
幹
・
同
大

学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

教
授
の
基
調
講
演
を
は
じ

め
、
東
大
で
水
に
関
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
に

よ
る
５
題
の
報
告
が
行
わ

れ
、
会
場
の
参
加
者
も
交
え

活
発
な
意
見
交
換
が
展
開
さ

れ
た
。

　

同
大
学
で
は
、
古
く
か
ら

水
文
学
、
河
川
工
学
、
衛
生

工
学
な
ど
水
に
関
す
る
研
究

に
取
り
組
み
、
現
在
は
24
分

野
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
同
士

を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
、
大
学
院
工
学
系
研
究

科
が
中
心
と
な
っ
て
「
東
大

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立
ち
上

げ
た
。
既
存
の
専
攻
や
組
織

を
越
え
た
活
発
な
交
流
を
行

い
、
優
れ
た
研
究
成
果
の
創

出
に
つ
な
げ
て
い
く
。
座
長

は
片
山
浩
之
・
大
学
院
工
学

系
研
究
科
教
授
が
務
め
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
意
味
合
い
も

あ
る
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
大
久
保
達
也
・
大

学
院
工
学
系
研
究
科
長
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
水
は
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。
東
大
に

は
多
く
の
水
の
研
究
者
が
い

る
が
、
分
野
が
細
分
化
さ
れ

て
い
る
た
め
、
全
体
像
を
把

握
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上

げ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
皆
さ
ん
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

沖
教
授
は
基
調
講
演
の
中

で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
環
境
保
全

だ
け
で
は
な
く
経
済
発
展
の

重
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
と

説
明
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た

経
済
活
動
を
踏
ま
え
水
問
題

も
世
界
規
模
で
考
え
る
必
要

を
強
調
し
た
。
ま
た
、「
最

新
の
智
慧
と
情
報
は
大
学
に

あ
る
」
と
述
べ
、
東
大
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
球
を
め
ぐ

る
水
と
、
水
を
め
ぐ
り
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
世
界
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
「
特
等

席
」
で
あ
る
と
、
そ
の
意
義

を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
①
地
球
温
暖
化
と

日
本
周
辺
の
雨
の
降
り
方

（
高
薮
縁
・
大
気
海
洋
研
究

所
教
授
）
②
津
波
復
興
の
現

場
か
ら
考
え
る
イ
ン
フ
ラ
デ

ザ
イ
ン
の
論
理
と
倫
理
（
中

井
祐
・
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
）
③
南
ア
ジ
ア
の
地

下
水
ヒ
素
汚
染
問
題
の
現

状
：
発
見
か
ら
37
年
を
経
て

（
坂
本
麻
衣
子
・
大
学
院
新

領
域
創
成
科
学
研
究
科
准
教

授
）
④
日
本
の
水
田
灌
漑
の

ス
マ
ー
ト
化
の
現
状
と
展
望

（
飯
田
俊
彰
・
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
准
教
授
）

⑤
精
密
質
量
分
析
計
に
よ
る

ノ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
分
析
を
用

い
た
水
質
管
理
（
栗
栖
太
・

大
学
院
工
学
系
研
究
科
水
環

境
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教

授
）
―
に
つ
い
て
研
究
報
告

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
栗
栖
准
教
授

は
、
精
密
質
量
分
析
計
を
用

い
る
こ
と
で
、
多
成
分
の
一

斉
分
析
が
可
能
に
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
測
定
対
象
を
事

前
に
決
め
ず
に
網
羅
的
に
分

析
で
き
る
こ
と
か
ら
「
よ
り

高
度
な
水
質
管
理
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
報
告
を

ま
と
め
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
古

米
弘
明
・
大
学
院
工
学
系
研

究
科
水
環
境
工
学
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
が
登
壇
。「
学
内

は
も
ち
ろ
ん
、
国
・
自
治

体
・
関
係
団
体
・
民
間
企
業

な
ど
と
も
議
論
を
深
め
る
こ

と
で
、
国
内
外
に
水
に
つ
い

て
の
情
報
を
発
信
し
、
新
し

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
場
に
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

育
て
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
述
べ
た
。

　

東
大
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
企
業
会
員
を
募
集
し
て

い
る
。
年
間
３
回
程
度
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
情
報
交

換
会
の
講
演
資
料
を
入
手
で

き
る
ほ
か
、
情
報
交
換
会
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、

学
部
生
・
大
学
院
生
を
対
象

に
実
施
す
る
教
育
活
動
・
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
も
可

能
。
参
加
費
は
１
社
あ
た
り

年
間
10
万
円
（
税
別
）。

　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
片

山
座
長
は
「
東
大
に
は
〝
総

合
力
〟
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
東
大
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
水
に
関
す
る
幅
広
い
議

論
が
で
き
る
。
共
同
研
究
や

学
生
と
企
業
が
気
軽
に
話
せ

る
場
の
提
供
な
ど
、
柔
軟
に

考
え
て
い
き
た
い
。
企
業
の

皆
さ
ん
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア

を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
企
業
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
場
に
し
て

い
く
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
企
業
関

係
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
大
学

大
学
院
工
学
系
研
究
科
社
会

連
携
・
産
学
協
創
推
進
室（
電

話
03
―
５
８
４
１
―
４
５
８

６
、
メ
ー
ルcerpo@t-adm.

t.u-tokyo.ac.jp

）ま
で
。

　

◆
下
水
道
主
管
課
長
会
議

が
延
期
に　

国
土
交
通
省
下

水
道
部
は
、
例
年
４
月
に
開

催
し
て
い
る
「
全
国
下
水
道

主
管
課
長
会
議
」
を
延
期
す

る
こ
と
に
し
た
。
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
等
の
観
点
か
ら
。

て
い
る
。
同
部
で
は
「
下
水

道
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

で
、
過
去
に
発
生
し
た
死
亡

事
故
等
を
公
表
す
る
な
ど
、

　

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は

２
月
28
日
、
今
年
１
月
～
２

月
に
か
け
て
発
生
し
た
、
は

さ
ま
れ
、
墜
落
・
転
落
、
巻

き
込
ま
れ
に
よ
る
死
亡
事
故

の
原
因
と
再
発
防
止
策
を
記

載
し
た
事
務
連
絡
を
各
団
体

の
下
水
道
担
当
課
長
宛
て
に

発
出
し
、
下
水
道
工
事
に
お

け
る
安
全
対
策
を
徹
底
す
る

よ
う
要
請
し
た
。

　

下
水
道
工
事
に
よ
る
死
亡

事
故
は
今
年
度
、
計
７
件
が

発
生
し
て
お
り
、
年
度
末
に

か
け
て
死
亡
事
故
が
増
加
し

路
管
理
を
実
践
す
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
包
括
的
民
間
委

託
の
導
入
検
討
が
円
滑
に
行

え
る
よ
う
、
既
に
実
施
し
て

い
る
自
治
体
の
導
入
事
例
を

踏
ま
え
て
、
実
務
的
な
内
容

を
盛
り
込
む
の
が
目
的
。
解

説
を
加
え
た
り
、
例
を
挙
げ

た
り
す
る
な
ど
、
使
い
や
す

さ
を
考
慮
し
た
。
章
立
て
は

▽
総
論
▽
導
入
検
討
▽
契
約

ま
で
の
事
務
▽
契
約
後
の
事

務
―
の
４
章
構
成
と
な
る
予

定
で
、
庁
内
合
意
に
至
る
ま

で
の
導
入
検
討
の
方
法
や
契

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正

は
、
特
に
執
行
体
制
が
脆
弱

な
中
小
都
市
が
、
適
切
な
管

「安全対策の徹底を」
国交省 下水道工事で要請

片山教授

沖教授古米教授 大久保研究科長

ベ
ト
ナ
ム
で
下
水
道
管
更
生
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

改正案について審議した下水道
管路施設の管理業務における民
間活用手法導入に関する検討会

　

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は
、「
下
水
道
管
路
施
設
の

管
理
業
務
に
お
け
る
包
括
的
民
間
委
託
導
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
改
正
し
、
今
年
度
内
の
公
表
を
目
指
す
。
２

月
27
日
に
開
い
た
下
水
道
管
路
施
設
の
管
理
業
務
に
お

け
る
民
間
活
用
手
法
導
入
に
関
す
る
検
討
会
（
委
員
長

＝
長
岡
裕
・
東
京
都
市
大
学
教
授
）
の
最
終
会
合
で
の

審
議
内
容
を
反
映
し
て
改
正
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
と
り

ま
と
め
る
。

中
小
都
市
の
導
入
念
頭
に

「
管
路
包
括
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
へ

国
交
省

水
関
連
の
研
究
を
つ
な
ぐ
場

新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

東
大
水
フ
ォ
ー
ラ
ム 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

年
度
内
の
公
表
を

目
指
し
最
終
会
合

無
償
資
金
協
力
で

「
メ
リ
ッ
ト
あ
る
場
」

企
業
会
員
を
募
集
中


